
 

 

 

 

 

 

 

 

 
今年のお正月は本当に穏やかで、暖かな日が続きましたが、皆様方におかれましては、いかがお過ごしで

したか？１２月３１日から一瞬の時を経て新しい年を迎えました。時の流れは切れることなく続いているの

に、一つの節目としての大晦日が終わると、新しい年が始まります。今日から新しい年が始まると思うと、

何か私たちの心の中に新しい気持ちが生まれてきます。新しい意欲も沸いてきます。今度こそ、今年こそは

という願いも生まれてきます。不思議ですね。でも、それが希望をもって生きるということであり、自分が

向上したいという願いなんですね。 

さて、１月７日（火）から４８日間の３学期がスタートしました。まとめの３学期です。卒業・進級に向 

けてしっかりと学習のまとめをしてほしいと思います。保護者の皆様、地域の皆様方には、本年も本校の教

育活動に対しまして、変わらぬご理解ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

はじめに全校の皆さんで新年のあいさつをしましょう。 

あけましておめでとうございます。 

皆さん、楽しいお正月を過ごしましたか？全校のみんなで顔を合わ

せることができてとてもうれしいです。 

さて、今年は何年ですか。そうです。ねずみ年です。漢字では、「子」

と書きます。ねずみ年の人、ちょっと手をあげてみてください。今、手

をあげてくれた人が今年の年男、年女です。６年生の１月から３月生ま

れの人と、５年生の４月から１２月生まれの人になります。ありがと

う、手を下ろしてください。 

ねずみはたくさん子どもを産むので、「子」には、繁栄するとか、繁殖する、うむという意味があるよう

です。「子」は、子、牛、寅、卯、辰、巳、馬・・で始まる十二支の最初の動物です。どうしてねずみが最初

になったかというと、こんなお話しが伝わっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このお話しのように、ねずみと猫はとても因縁のある動物同士なので、ねずみと猫にちなんだことわざも

とても多いです。たとえば、「鳴く猫は鼠をとらぬ」とか、「鼠とらぬ猫」とか、「猫の前の鼠」など、いろ

いろあります。調べてみるとおもしろいですよ。そんな子年ですが、今年一年、健康で良い年になることを

心から願っています。 
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 歯と口の健康週間（9/3～9/7） 

 子どもたちの歯と口の健康を守るための週間が行われました。歯科

衛生士さんによる歯の磨き方教室や、虫歯の原因のプラークを実際に

顕微鏡で観察するなど学年に応じた授業が行われました。子どもたち

も保護者も普段の歯磨きについて再度見直し、改めて歯磨きの大切さ

を実感することができました。いつまでも健康な歯で過ごせるよう学

校でも家庭でも歯と口の健康を守っていきたいと思います。 

まとめの 3学期がスタート 

 

 

昔々、ある暮れのこと。神様が動物たちに御触れを出しました。「元日の朝、私のところへ出掛けて

きなさい。最初に到着したものから 12番目のものまでを、１年交代でその年の大将にしてあげよう」 

そこで動物たちは、我こそが 1番になるぞとはりきっておりました。ところが、ネコは話を聞き漏ら

してしまい、ネズミにたずねます。するとネズミはわざと 1日遅れの日付を教えてやり、ネコはそれを

真に受けて帰っていきました。 

元日となり、足の遅いウシが誰よりも早く、夜明け前に出発しました。すると、牛小屋の天井でこれ

を見ていたネズミが、こっそりウシの背中に飛び乗りました。そんなこととは知らないウシが神様の家

に行ってみると、まだ誰も来ておらず門も閉まったまま。我こそが１番だとウシは喜び、門が開くのを

待っていました。 

やがて朝がきて門が開いたとたん、ウシの背中からネズミが飛び降り、ネズミが１番となってしまい

ました。残念ながらウシは２番となり、それからトラ、ウサギ、タツ、ヘビ、ウマ、ヒツジ、サル、ト

リ、イヌ、イノシシの順で到着しました。1日遅れで出掛けたネコは番外となり、それ以来ネズミを恨ん

で追いまわすようになったそうです。 

「有終の美を飾ろう」（始業式での校長講話） 
 



 

 

さて、今日から３学期が始まりました。先ほどは、１年生、３年

生、５年生の代表児童の皆さんが、しっかりと３学期のめあてを発

表しました。「一年の計は元旦にあり」というように、年のはじめに

しっかりと自分のめあてを持ち、それを意識して努力していくとい

うことはとても大切なことです。 

そこで、私からみなさんに、３学期の目

標を発表します。 

それは、『有終の美を飾ろう』です。みん

なで言ってみましょう。ちょっと難しい言

葉ですが、何か響きのいい言葉でもあるよね。この言葉は『詩経』という中国の古

い詩集の中にある言葉です。 

これは、「はじめは、誰もが目標や計画を立てて一生懸命がんばるけれど、それ

を最後までやり遂げる人は少ない。自分で決めたことは、最後までしっかりとやり

遂げ、立派な成果を出すことが大切だ。」という意味なのです。 

「終わりよければすべてよし」という言葉のように、途中はどうでもよいという

意味ではありません。今日、ここで決意を発表した５人の人もそうですが、皆さん

も、今、３学期あるいは今年一年の目標や決意をもっていることでしょう。１年生は１年生なりに、２年生

は２年生なりに、３年生は３年生なりに、それぞれの学年の人が、自分の目標の実現に向けて、最後の最後

まで粘り強く努力を続けてほしいと思います。特に、６年生は小学校生活も残り３ヶ月になりました。自分

の小学校生活を振り返りながら、『有終の美を飾る』３学期にしてください。 

１学期の目標「あいさつ名人になろう」、２学期の目標「ありがとうの言葉を伝えよう」も忘れずに行っ

ていってほしいと思います。いい３学期にしていきましょう。これで、私の話を終わります。 

 

 

 

 

スキー教室に行ってきました！ １月１０日（金） 

 ３学期の子どもたちのお楽しみはスキー教室です。今年は、４年生～６年生が、山田牧場スキー場でス

キー教室を実施しました。昨年度は、３年生からの実施でしたので、ほとんどの児童がスキー経験者です。 

インストラクターさんの指導の下、あっという間に上達し、グループのお友だちと一緒に気持ちよく滑る

ことができました。お昼には、カレーをぺろりと平らげ、おかわりする子もたくさんいました。そして、

午後も思う存分スキーを楽しみました。 

保護者の皆さんには、準備等お世話になりました。費用の面でもＰＴＡ会計より補助をいただきました。

ありがとうございました。 

 

学習支援ボランティアの皆さんありがとうございます 

 本年度、「熱登校支援（ねっとうこうしえん）プロジェクト」の学習支援ボランティアに登録いただい

ている、保護者の野本さん岡本さんに、５年生の家庭科の補助に入っていただきました。初めてミシン

を使って布を縫う活動をする 5 年生でしたので、基本的な操作の仕方やちょっとした調整を細やかに助

言していただき、とても助かりました。どの子もミシンを使って縫うことができました。「始めに準備す

るのが大変だったけど、ミシンで縫ったのは楽しかったです。」と感想を書いていました。 


